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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェットプリンタ用インクジェットインク組成物であって、１つ又はより多くの
一価の、直鎖もしくは分岐の、Ｃ５－Ｃ１０の鎖長のアルコールと、１，２－ヘキサンジ
オール、１，２－ヘプタンジオール、１，２－オクタンジオール、ならびにそれらの混合
物からなる群から選択される、１つ又はより多くの１，２－ジオールとを含み、ここで、
前記インク組成物は、実質的に界面活性剤を含まず、且つ、前記インク組成物はまた実質
的にその他の有機溶媒を含まず、前記一価のアルコールが前記インク組成物の０．５から
２．０ｗｔ％までの範囲で存在し、前記１，２－ジオールが前記インク組成物の７から２
０ｗｔ％までの範囲で存在する、インクジェットプリンタ用インクジェットインク組成物
（カチオン性水溶性ポリマーを含有するものを除く）。
【請求項２】
　前記インク組成物がカラーインク調合物中に、０．１～２０ｗｔ％の、シアン、マゼン
タ、及びイエローから成る群から選択される少なくとも１つの着色剤をさらに含む、請求
項１に記載のインク組成物。
【請求項３】
　前記インク組成物がブラックインク調合物中に、１～２０ｗｔ％の少なくとも１つのブ
ラック着色剤をさらに含む、請求項１に記載のインク組成物。
【請求項４】
　緩衝剤、殺生物剤、金属キレート化剤、及びそれらの混合物から成る群から選択される
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各成分を約３ｗｔ％までの範囲にてさらに含む、請求項１に記載のインク組成物。
【請求項５】
　前記１，２－ジオールが、１，２－ヘキサンジオールである、請求項１に記載のインク
組成物。
【請求項６】
　インクジェット印刷方法であって、光沢コート紙媒体上へ、インクジェットプリンタに
よって、請求項１から５のいずれかに記載のインク組成物を噴出することを包含する、イ
ンクジェット印刷方法。
【請求項７】
　前記方法が、改善されたドットサイズをもたらし、その結果、印刷された前記媒体上で
のインク画像のバンディングを軽減させる、請求項６に記載のインクジェット印刷方法。
【請求項８】
　インクジェット印刷の信頼性を改善する方法であって、インクジェットプリンタから噴
射される液体のドットサイズを増大させつつ、バブルに誘発されるノズルアウト（ＢＩＮ
Ｏ）の頻度を低減させ、前記方法が光沢コート紙媒体上へ、インクジェットプリンタによ
って、請求項１から５のいずれかに記載のインク組成物を噴出することを包含する、方法
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、概してインクジェット印刷に関し、より詳細には、写真印刷用の特定のインク
組成物に関する。このインク組成物は、改善されたインクジェット印刷の品質を提供する
。
【０００２】
【従来の技術】
インクジェット印刷は、インク液滴を印刷媒体上に特定の順序で堆積させて英数字、領域
充填及びその他のパターンを形成するノンインパクト印刷プロセスである。比較的操作騒
音のないことと相まって、低コスト並びにハードコピー出力の高品質のため、インクジェ
ットプリンタは、コンピュータと併用される他方式のプリンタに代わるポピュラーなもの
となった。それらの最近の成功にも関わらず、インクジェット印刷の品質を改善するため
に、集中的な研究及び開発努力が継続されている。インクジェット印刷、特に、写真印刷
の領域における関心の急激な高まりは、結果として妥当なコストで高品質のプリントを作
る要求となり、インクジェットプリント品質をさらに改善する挑戦が依然として存在して
いる。
この新たなディジタル写真用のインクジェットプリントの使用には、正確なカラーを有し
、耐久性であり、且つカラーのバンディングを呈さない高解像度の画像が要求されている
。
【０００３】
ヒューレット・パッカード社から入手可能なDesignJet（登録商標）プリンタなどのカラ
ーインクジェットプリンタでは、異なる色相の３つのインク、即ち、マゼンタ、イエロー
及びシアンと、任意にブラックが典型的に使用される。インク作製に使用される着色剤、
例えば染料の特別なセットは、「一次染料セット」と呼ばれる。一次染料セットの様々な
組合せを用いてカラー、例えば二次カラーのスペクトルを作り出すことができる。リソグ
ラフィー、染料転写及びある種の熱転写などの印刷プロセスにおいては、良好な二次カラ
ーを作る時に一次着色インクの要求がほとんどないようにするために、スポットサイズの
変更が可能である。二元印刷装置、即ち、カラードットがそこに存在するか又は存在しな
い、例えば、サーマルインクジェットプリンタにカラーインクを使用する際、認識され得
る二次カラーを与える一次カラーの能力がさらにより重要である。そのような装置は、オ
フセット印刷機又は染料昇華型プリンタなどの他方式で印刷された画像と比較される画像
の印刷に使用されることになる場合には、インクジェットプリンタで生成されるカラーが
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、Kodak Duralife（登録商標）のハロゲン化銀プリントの色域（色空間）などの産業的カ
ラー銘柄に通常許容されるものを含み且つ同等であり得ることが重要である。そのような
インクがインクジェット印刷装置に使用されることになる場合、外皮形成、長期安定性及
び材料の相容性などの諸特性にもまた注目しなければならない。また、インクがサーマル
インクジェットプリンタに使用されることになる場合、熱的に安定である（コゲーション
耐性である）という制約がさらに加わる。
【０００４】
一般に、カラーインクジェット印刷用の良好なインクセットは、インクジェットペン及び
印刷システムと適合でなければならない。インクジェットインクに要求される幾つかの諸
特性には、良好な外皮形成耐性、十分な安定性、適当な粘度、適当な表面張力、カラーか
らカラーへのブリードが少ないこと、迅速な乾燥時間、プリントヘッド成分との有害な反
応がないこと、ビヒクル中の染料の高溶解度、消費者の安全性、低いストライクスルー、
高い色飽和度、バンディングに影響を与える良好なドットサイズ及び適切な色特性が含ま
れる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
前出の性質の１つ又はより多くを備えたインクは周知である。しかし、１つの性質の改良
は、しばしば、その他の性能を劣化させることになるため、前出の性質の全てを備えたイ
ンクはほとんど知られていない。従って、商品として使用されるインクのほとんどは、前
述の諸特性の各々において少なくとも相応の答えを示すインクを達成しようとする試みに
おける妥協の結果を象徴するものである。
例えば、写真プリントを得るのに使用されるような、ハロゲン化銀プリントの色域が得ら
れるインクは知られているが、そのようなハロゲン化銀プリントの有するバンディングの
無い平滑な外観を得ることはできない。従って、改善された諸特性を有し且つ１つの性質
を改善するのに他を犠牲にしないインク組成物を開発する研究が続けられている。つまり
、特にハロゲン化銀プリントの色域を再現しようとするときに、ペンの性能及び信頼性を
犠牲することなく、インクジェットプリントのプリント品質、色域及びバンディング特性
をさらに改善する要求が当分野には依然として存在する。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明により、インクジェットインクに適したインク、及びそれを調合する方法が提供さ
れる。分枝アルコール又はジオールを、極性の頭部(head)基と非極性の領域を含む１，２
－ジオールと組合せることによって相乗作用が生成できることが見出された。この組合せ
は、良好な写真プリントの属性、特に、改善された信頼性と共に印刷画像のバンディング
のない外観を結果として生じる良好なドットサイズをもたらすインク組成物のベースを提
供する。アルコールとジオールは、これまで、インク中の外皮形成を低減するための湿潤
剤としてインクビヒクルに添加されることが多かった。しかし、湿潤剤は、インクの粘度
を増大させ、結果として得られるインクのドットサイズに悪影響を及ぼすことが多々ある
。選択されたアルコール又はジオールと、１，２－ジオールとの間の相乗作用は、より高
い信頼性及び増大されたドットサイズを与え、これは効果的な組合せである。
この組合せは、普通紙媒体に比べ、光沢のあるコート紙媒体に対して最良に作用する。さ
らに、この組合せは、界面活性剤を必要としない調合物を許容する。事実、本書における
好ましい実施態様は、アルコール又はジオール／１，２－ジオールの組合せ以外には、界
面活性剤又はその他の有機又は無機溶媒を実質的に含まないインク調合物である。
【０００７】
本発明の実施において、イエロー、シアン及びマゼンタの水性インクは、それぞれが、そ
のカラーインク組成物中に約0.1～約20重量％の少なくとも１つの着色剤を含み、ブラッ
クインクについては、ブラックインク組成物中に約１～約20重量％の少なくとも１つのブ
ラック着色剤を含み、それぞれの組成物は、さらに、約0.5～約2.0重量％の少なくとも１
つの一価又は二価アルコールと、適当な親水性親油性バランス(HLB)を有する約７～約20
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重量％の少なくとも１つの１，２－ジオールとを含む。加えて、緩衝剤、殺生物剤及び金
属キレート化剤から成る群を含むものからそれぞれが選択される、その他の成分を添加し
得る。バランスは水である。
【０００８】
本発明のインク組成物は、印刷画像のバンディングのない外観を生じる良好なドットサイ
ズを提供し、インクジェット印刷機構において信頼性を有する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本明細書は、特に注目され、本発明として明確にみなされる特許請求の範囲を含むが、本
発明の諸利点は本発明に関する以下の開示からより容易に確認することができる。
【００１０】
本明細書における全ての濃度は、別途指示しない限り、インク組成物全体に対する重量パ
ーセントである。全ての成分の純度は、インクジェットインクとして通常の商用に供され
ている純度である。
【００１１】
着色剤
本発明の実施において、イエロー、シアン及びマゼンタの水性インクは、それぞれがその
カラーインク組成物中に約0.1～約20重量％の少なくとも１つの着色剤を含み、ブラック
インクは、ブラックインク組成物中に約１～約20重量％の少なくとも１つのブラック着色
剤を含む。本発明の染料セットは、任意にブラックインクを含んでいてもよい。ブラック
インクは又、３つの一次カラーである、イエロー、シアン及びマゼンタの複合物であって
もよい。
【００１２】
染料
染料は、水溶性か又は水不溶性のいずれも本発明の実施において採用し得る。
水溶性染料の例には、スルホネート染料及びカルボネート染料、特に、インクジェット印
刷に通常用いられるものがある。具体例としては、Sulforhodamine B（スルホネート）、
Acid Blue 113（スルホネート）、Acid Blue 29（スルホネート）、Acid Red 4（スルホ
ネート）、Rose Bengal（カルボネート）、Acid Yellow 17（スルホネート）、Acid Yell
ow 29（スルホネート）、Acid Yellow 42（スルホネート）、Acridine Yellow G（スルホ
ネート）、Nitoro Blue Tetrazolium Chloride Monohydrate又はNitro BT、Rhodamine 6G
、Rhodamine 123、Rhodamine B、Rhodamine B Isocyanate、Safranine O、Azure B、Azur
e B Eosinate、Basic Blue 47、Basic Blue 66、Thioflacin T(Basic Yellow 1)及びAura
mine O(Basic Yellow 2)が包含され、全て、Aldrich Chemical Companyから入手可能であ
る。水不溶性染料の例には、アゾ染料、キサンテン染料、メチン染料、ポリメチン染料及
びアントラキノン染料がある。水不溶性染料の具体例には、Ciba-Geigy Orasol Blue GN
、Ciba-Geigy Orasol Pink、Ciba-Geigy Orasol Yellowが包含される。本発明のその他の
調合成分と共に使用でき且つそれらと相容性である染料であればいずれも着色剤として使
用し得る。
【００１３】
ビヒクル
本発明のインクは、約0.05～約2.0重量％、好ましくは約１～約２重量％の少なくとも１
つの一価又は二価アルコール、及び適当な親水性親油性バランス(HLB)を有する約７～約2
0重量％、好ましくは約７～約11重量％、より好ましくは約8.5～約9.5重量％の少なくと
も１つの１，２－ジオールを含む水性ビヒクルを含む（量はインク組成物全体に対する重
量％）。溶解度の限界のために、より好ましい１，２－ジオールは１，２－ヘキサンジオ
ールである。さらに、緩衝剤、殺生物剤及び金属キレート化剤から成る群からそれぞれ独
立して選択されるその他の成分を、それぞれ、３重量％までの（０～約３重量％の）範囲
の量で添加してもよく、バランスは水である。
【００１４】
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アルコール
一価又は二価の、Ｃ５－Ｃ10の鎖長を有する、直鎖又は分枝のアルコールはどれも用いる
ことができる。
【００１５】
１，２－ジオール
本発明のジオールは、好ましくは、１，２－ジオールの極性側鎖と炭素数４～６の疎水性
側鎖とを有する。従って、本発明のジオールは、１，２－ヘキサンジオール、１，２－ヘ
プタンジオール及び１，２－オクタンジオールであり、好ましくは１，２－ヘキサンジオ
ールである。
【００１６】
本発明の組成物は、界面活性剤又はその他の有機溶媒を実質的に含有しない。
「実質的に含有しない」とは、従来の界面活性剤を添加しないことを意味し、よって、0.
1％未満、好ましくは0.01％未満が存在する。アルコール／ジオールの組合せ自体は、必
要な界面活性をもたらす。
【００１７】
緩衝剤
本発明のインクは、任意に、０～約３重量％の緩衝剤を含む。より好ましくは、インクは
約0.1～約0.5重量％の緩衝剤を含み、約0.1～約0.3重量％の濃度が最も好ましい。
【００１８】
本発明の実施に際してpH調整のために用いられる緩衝剤は、有機系の生物緩衝剤又は無機
緩衝剤であってよく、好ましくは有機系である。さらに、採用される緩衝剤は、本発明の
実施において約３～約９、好ましくは約6.5～約８、最も好ましくは約7.2～7.8の範囲のp
Hを維持すべきである。好ましく用いられる緩衝剤の例には、Aldrich Chemical（米国ウ
ィスコンシン州ミルウォーキー）などの会社から入手可能なTrizma Base、４－モルホリ
ンエタンスルホン酸(MES)、ｂ－ヒドロキシ－４－モルホリンプロパンスルホン酸(MOPSO)
及び４－モルホリンプロパンスルホン酸(MOPS)が含まれる。最も好ましくは、本発明の実
施においてMOPSが採用される。
【００１９】
金属キレート化剤
本発明のインクは、任意に０～約３重量％の金属キレート化剤を含む。より好ましくは、
インクは約0.1～約0.5重量％の金属キレート化剤を含み、約0.1～約0.3重量％の濃度が最
も好ましいものである。
【００２０】
本発明の実施に際して採用される金属キレート化剤は、インク中に存在し得る金属カチオ
ンを結合するのに用いられる。好ましく採用される金属キレート化剤の例には、エチレン
ジアミン四酢酸(EDTA)、ジエチレントリアミン五酢酸(DTPA)、トランス－１，２－ジアミ
ノシクロヘキサン四酢酸(CDTA)、（エチレンジオキシ）ジエチレンジニトリロ四酢酸(EGT
A)、あるいは金属カチオンを結合できるその他のキレート化剤が含まれる。より好ましく
はEDTA及びDTPA、最も好ましくは、二ナトリウム塩の形のEDTAが本発明の実施に際して用
いられる。
【００２１】
殺生物剤
本発明のインクは、任意に０～約３重量％の殺生物剤を含む。より好ましくは、インクは
約0.1～約0.5重量％の殺生物剤を含み、約0.1～約0.3重量％の濃度が最も好ましい。
【００２２】
インクジェットインクに通常採用される殺生物剤はいずれも本発明の実施に際し採用され
得る。例えば、Huls America（米国ニュージャージー州ピスカタウェイ）から入手可能な
、Nuosept 95、Zeneca（デラウェア州ウィルミントン）から入手可能な、Proxel GXL及び
Ucarcide 250の商品名を付してUnion Carbide Company（米国ニュージャージー州バウン
ド・ブルック）から市販されているグルタルアルデヒドがある。Proxel GXLは好ましい殺
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いて商業的用途を見出すことが期待される。
【００２３】
【実施例】
本発明の実施で達成される諸利益を評価する努力において、インクを調合し、調合された
インクの様々な特性、即ち、光沢のある、写真品質の用紙に及ぼすドットサイズの効果を
測定した。
【００２４】
例１
プリントサンプル作製方法
使用された印刷媒体は次の１つ又はより多くを含む。ヒューレット－パッカード社（米国
カリフォルニア州パロ・アルト）から入手可能な、HP耐光性フォト用紙C7013Aなどの非コ
ート紙、及びヒューレット－パッカード社から入手可能な、HPC6034Aなどの光沢コート紙
媒体。
【００２５】
例示のインクセット用水性ビヒクルは、以下の表１及び２に示す成分からなる。
【００２６】
【表１】

【００２７】
【表２】
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【００２９】
湿潤ビヒクルインク（表３の最後の参考例２）は、光沢コート媒体上での拡散能力に劣る
。そのドットサイズは小さい。10％の１，２－ヘキサンジオール含有の参考例１は、参考
例２のビヒクルよりも拡散能力がはるかに改善されているが、ドットサイズをより大きく
する必要がある。加えて、参考例２の高湿潤助溶媒が無ければBINO（バブル誘発のノズル
アウト）が起こる。必要とされるのは、BINOに対する耐性を維持しながらも、写真様の光
沢被覆媒体上のドットサイズを改善する添加剤である。
【００３０】
表３は、参考例１の0.5％のネオペンチルアルコールを、表３に示された一価又は二価ア
ルコールと交換することによって得られたドットサイズを示している。得られたドットサ
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イズは表３に示される通り。上に示されるように、選択されたアルコール（表３）の疎水
性アルキル鎖は、参考例１の１，２－ヘキサンジオールと相乗的に相互作用する。その相
互作用は、アルコールの疎水性鎖の長さと分枝によって変わる。この相乗作用は、ビヒク
ルの表面上でビヒクルをさらにより疎水性にする効果を有し、且つビヒクル全体を拡散さ
せるように作用する。拡散するビヒクルは、染料着色剤を担持してより大きいドットサイ
ズをもたらす。
【００３１】
例２
下表４に結果を示す実験において、信頼性を増大させるために湿潤剤（エチルヒドロキシ
－プロパンジオール及びグリセリン）を参考例１（ビヒクル）に添加した。全ての場合に
おいて、BINOはゼロまで低減され、従って全てのインクは信頼性を有することが分かる。
しかし、表示のように、ドットサイズはほとんど全ての場合においてマイナスの影響を受
けている。ドットサイズは、粘度の上昇に伴って減少することが示されている。最後の実
験では、NPA（ネオペンチルアルコール）が除去され、低含量のNPG（ネオペンチルグリコ
ール）で置き換えられている。この場合、NPGは、ビヒクル中の1,2HDO（１，２－ヘキサ
ンジオール）との相乗的相互作用によって、湿潤剤及び拡散剤の両方として作用すること
ができる。疎水性／親水性の相互作用が発生しているため、NPGは又、はるかに効果的な
湿潤剤でもある。即ち、BINOの除去における効果とは、２％のNPGの添加が、５％のEHPD
（エチルヒドロキシ－プロパンジオール）又はグリセリンの添加と同程度ということであ
り、より効果を有するため、NPGは少量で使用される。粘度は低く維持され、且つ信頼性
を付与するために湿潤剤が添加されたときでさえ、ドットサイズは、参考例１のビヒクル
より大きくなり得る。表示されるように、もし５％のNPGが必要であるなら、ドットサイ
ズはマイナスに影響されるであろう。その他の湿潤剤も、それらが１，２ジオールと相互
作用するように疎水性／親水性の正確なバランスを有する限り、この方法で使用され得る
。
【００３２】
【表４】

【００３３】
以下に、本発明の好ましい実施態様を概略して示す。
１．　１つ又はより多くの一価又は二価アルコールと、１つ又はより多くの１，２－ジオ
ールとを含み、実質的に界面活性剤を含まない、インクジェットプリンタ用インクジェッ
トインク組成物。
２．　前記インク組成物が、その他の有機溶媒も実質的に含まない上記１に記載のインク
組成物。
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３．　前記インク組成物が、シアン、マゼンタ及びイエローから成る群から選択されるカ
ラーインク調合物中に約0.1から約20重量％の少なくとも１つの着色剤をさらに含む、上
記１に記載のインク組成物。
４．　前記インク組成物が、ブラックインク調合物中に約１から約20重量％の少なくとも
１つのブラック着色剤をさらに含む、上記１に記載のインク組成物。
５．　前記一価又は二価アルコールが、前記組成物の約0.5から約2.0重量％の範囲で存在
する、上記１に記載のインク組成物。
６．　前記１，２－ジオールが、前記組成物の約７から約20重量％の範囲で存在する、上
記１に記載のインク組成物。
７．　緩衝剤、殺生物剤、金属キレート化剤及びそれらの混合物から成る群から選択され
る成分をさらに含む、上記１に記載のインク組成物。
８．　前記一価又は二価アルコールが、前記組成物の約１から約2.0重量％の範囲で存在
する、上記５に記載のインク組成物。
９．　前記アルコールが一価アルコールである、上記５に記載のインク組成物。
１０．　前記１，２－ジオールが、前記組成物の約７から約11重量％の範囲で存在する、
上記６に記載のインク組成物。
１１．　前記１，２－ジオールが、前記組成物の約8.5から約9.5重量％の範囲で存在する
、上記１０に記載のインク組成物。
１２．　緩衝剤、殺生物剤、金属キレート化剤及びそれらの混合物から成る群から選択さ
れる成分を、各成分につき約３重量％までさらに含む、上記１に記載のインク組成物。
１３．　前記一価又は二価アルコールが、Ｃ５－Ｃ10の鎖長を有する直鎖又は分枝鎖アル
コールである、上記１に記載のインク組成物。
１４．　前記１，２－ジオールが、極性部分と炭素数４～６の疎水性部分を有する１，２
－ジオールを含む、上記１に記載のインク組成物。
１５．　前記１，２－ジオールが、１，２－ヘキサンジオール、１，２－ヘプタンジオー
ル、１，２－オクタンジオール及びそれらの混合物から成る群から選択される、上記１４
に記載のインク組成物。
１６．　前記１，２－ジオールが、１，２－ヘキサンジオールである、上記１４に記載の
インク組成物。
１７．　a)　インク組成物が、１つ又はより多くの一価又は二価アルコールと、１つ又は
より多くの１，２－ジオールを含み、且つ前記組成物は界面活性剤を実質的に含まず、且
つ
b)　紙媒体が光沢コート紙媒体である、
インクジェットプリンタによる紙媒体上へのインク組成物の噴射を含むインクジェット印
刷方法。
１８．　前記方法が、改善されたドットサイズをもたらし、その結果、前記媒体上のイン
ク画像のバンディングを減少させる、上記１７に記載のインクジェット印刷方法。
１９．　インクジェットプリンタから噴射される液のドットサイズを増大しながら、バブ
ルに誘発されるノズルアウト(BINO)の頻度を低減することによってインクジェット印刷の
信頼性を改善する方法であって、インクジェットプリンタによる紙媒体上へのインク組成
物の噴射を含み、
a)　前記インク組成物は１つ又はより多くの一価又は二価アルコールと、１つ又はより多
くの１，２－ジオールを含み、且つ前記組成物は界面活性剤を実質的に含まず、且つ
b)　前記紙媒体は光沢コート紙媒体である、
方法。
【００３４】
【発明の効果】
本発明によれば、改善された画像のドット視感度及びバンディング耐性をもたらす増大さ
れたドットサイズを有する光沢インクジェット媒体上の優れたイメージ化、優れたインク
ジェットプリントをもたらすインクが提供される。
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